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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトは，マントルウェッジの背弧側，火山フロン

ト，前弧側，海溝からそれぞれ採取されたカンラン岩の構造解析を進めた結果，日本列島

の土台となっているマントルウェッジの最上部マントルは，海洋プレートのものと類似し

た構造をしていることがわかった． 
 
研究成果の概要（英文）：This research project revealed the mantle structure in the mantle 
wedge beneath the Japan island arc. The peridotites studied have been obtained from the 
back-arc, volcanic front, fore-arc and trenches in the northwest Pacific margin including 
the Japan island. As a result, it showed that the uppermost mantle structure is comparable 
with those in the oceanic lithospheric mantle. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)スラブ内部を震源とする地震波の横波分裂か

らマントルウェッジの異方性が高解像度で解析さ

れるようになった 
(2)横波速度の偏向した速い（Ｓ１）方向がおよそ

火山フロントを境として前弧側と背弧側で９０度

も変化する．この異方性の原因として，背弧側に

ついては上部マントルの一般的なマントル流動に

よるものであり，前弧側では海溝軸にほぼ平行な

マントル流動によって形成されたと考えられた． 
(3)しかし，高温高圧変形実験によって水を含んだ

環境下でかんらん石を剪断変形させると，結晶方

位定向配列が従来知られていた a 軸すべり

（A-type）から c 軸すべり（B-type）に変化するこ

とが明らかにされた．この結果は，たとえマント

ル流動が背弧側から前弧側に連続していても，か

んらん石の結晶方位定向配列が変化すれば横波分

裂によるＳ１方向が観測結果と同様に９０度変化
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する． 
 
２．研究の目的 
(1)マントルウェッジ由来のかんらん岩の中で前

弧側由来のものについて，かんらん石の結晶方位

定向配列を測定して，モデルで予想されたような

B-type が分布しているかどうかを明らかにする． 
(2)かんらん岩の化学組成及び変形微細構造から

温度・圧力・歪速度・流動応力を推定して，前弧

側のマントル流動について考察する． 
(3)かんらん石の結晶方位定向配列と弾性定数及

び温度・圧力から地震波特性を計算して，地震波

解析から得られた横波分裂の結果と比較する． 
 
３．研究の方法 
(1)マントルかんらん岩について，特にカムチャッ

カ半島アバチャ火山から産出されたかんらん岩捕

獲岩を研究した． 
(2)また，マリアナ海溝南部陸側斜面につい
て，しんかい 6500 による潜航調査を行い，
採取したかんらん岩試料の構造も解析した． 
(3)かんらん岩の構造を明らかにするために，
静岡大学機器分析センター所有のSEM/EBSD装置

を使用して，かんらん岩の主要鉱物であるカンラ

ン石の結晶方位解析を行った．これを元に地震波

特性を見積もった． 
(4)かんらん岩の岩石学的特徴を明らかにするため

に EPMA による主要元素組成分析を行った． 
 
４．研究成果 
(1)カムチャッカ半島アバチャ火山かんらん
岩捕獲岩の構造解析から，火山フロント直下
のマントル最上部は海洋プレートのマント
ルリソスフェアと似た構造をしていること，
一部にマントル対流と関連した構造をもつ
こと，を明らかにした． 
(2)マリアナ海溝南部陸側斜面のかんらん岩
は，弱い結晶方位異方性をもつこと．さらに，
岩石学的には背弧側の性質を有するものが
多いことがわかった． 
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